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【概要】 

EST を実現・継続していくためには、公共交通の整備といった「物理的・構造的な側

面」だけではなく、それを利用する人々の行動といった「社会的・心理的な側面」にも

配慮しなければならない。しかしながら、これまでの交通施策は「物理的・構造的な側

面」に集中し、「社会的・心理的な側面」については、具体的なノウハウや効果の計測

について整理が十分ではなかった。 

 

 この「社会的・心理的な側面」に着目した施策として、モビリティ・マネジメント（Ｍ

Ｍ）が挙げられる。ＭＭとは、一人一人の移動が個人的にも社会的にも望ましい方向へ

自発的に変化することを促すコミュニケーション施策と、その自発的変化をサポートす

る運用施策とを合わせたソフト的な交通施策の事である。この望ましい方向とはすなわ

ち、過度な自動車利用から公共交通・自転車等を適切に利用する方向である。 

 

 本ＲＴでは、このＭＭを中心に一般的な需要喚起も含めた意識啓発の取組みについて

議論を行う。具体的には、EST モデル事業で既に選定された自治体におけるＭＭの取組

状況と現地での課題、新規に選定された自治体において今後取組むＭＭの内容と既実施

自治体への質問から、ＭＭを成功へ導くためのあるべき方向性と今後の展開について意

見交換・討論を行う。さらに一般の聴衆からの意見も交えて議論する。 


